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令 

市の 人 口 

9 月 末現在 

人 口 	49,942 
男 	 24, 330 
女 	 25,612 
世帯数 	9,469 

一
第
四
十
四
回
定
例
市
議
会
終
る
 

鰍
教
委
選
管
委
を
決
め

る
 

躯
 

l曽’h！二 広
 

市 
第
四
十
四
回
定
例
市
鵬
会
は
九
 

原
 月
二
十
七
日
開
か
れ
‘
昭
和
】1
1
 

十
五
年
度
五
所
川
原
市

一
般
会
 

計
才
入
才
出
追
加
更
正
予
算
、
 

ー
同
特
別
会

計
都
市
計
画
事
業
才

ハ
 
入
才
出
追
加
更
正
予
算
な
ど
を
 

審
鵬
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
 

ー
可
決
し

て
二
十
九
日
閉
会
し
た

月

〇
提
出
案
件
 

議
案
第
七
十
六
号
五
所
川
原

五
 
市
財
政
再
建
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
、
 

私
鷺
購
駐
謂
舞
 

才
入
才
田
追
加
更
正
予
算
、
 

鵬
案
第
七
十
八
号
昭
和
三
十

五
年
度
五
所
川
市
特
別
会
計
都

市
計
画
事
業
才
入
才
出
追
加
更

正
予
算
、
 

鵬
案
第
七
十
九
号
昭
和
三
十

五
年
度
五
所
川
原
市
特
別
会
計

水
道
事
業
才
入
才
出
追
加
更
正

予
算
、
 

鵬
案
第
八
十
号
五
所
川
原
市
 を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
 議

案
第
八
十
一
号
五
所
川
原

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
八
十
二
号
議
会
の
鵬

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
、
 

諸
案
第
八
十
三
号
五
所
川
原

市
児
童
遊
園
の
設
置
お
よ
び
管
 て

 鵬
案
第
八
十
四
号
部
分
林

の

設
定
に
つ
い
て
．
 

階
案
第
人
十
五
号
小
曲
集
会

所
の
新
築
に
つ
い
て
 

鵬
案
第
八
十
六
号
市
立
毘
沙

門
小
学
校
校
舎
増
築
に
つ
い
て

鵬
案
第
八
十
七
号
市
有
財
産

の
処
分
に
つ
い
て
 

鵬
案
第
八
十
人
号
市
有
財
産

の
貸
付

r
つ
い
て
 

一
般
会計
追
加
額
 
三
・

一
三
九
万
円

合
計
才
入
才
出共
 
五
一

二
一
〇
六
万
円
 

役
所
の
支
所
設
置
条
例
の
一
部
理
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
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市
教
育
委
員
会
で
は
十
月
一
日
一
室
で
組
織会
を
開
き
任
期
満
了

午
前
九
時
半
か
ら
市
役
所
会
鵬
一
に
よ
る
教
育
委
員
長
木
村
作
逸
 

寺田教育長 

氏
、
教
育
長
川
浪

任
を
次
の
よ
5
決

委
員
長
辻
三
郎
、
 

代
理
者
、
山
口
清

道
生
一
 
教
育
長
 

後
 
五

所
川
原
市
内
に
住
所
を
有

し
た
 
す
る

小
、
中
、
高
校
生
及
一
 

職
務
 
般
市
民

同
中
目
募

集
締
切

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
十
五

日
。
 

灘 

山内市長 

な
り
ま
し
た
の
で
条
例
を
改
 
す
。
 

正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
，
 
議
案
第
八
十
五
号
は
か
ね
て

鵬
案
第
入
十
一
号
鵬
案
は
国
 
か
ら
地
元
民
の
要
望
が
あ
り

民
健
康
保
険
法

の
改
正
に
伴
 
ま
し
た
小
曲
地
区
に
集
会
所

つ
て
市
税
条
例
の

一
部
を
改
 
を
建
設
す
る
案
で
あ
り
ま
す

正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
次
の
第
八
十
六
号
鵬
案
は
市

次
に
諸
案
第
八
十
二
号
は
鵬
 
立
毘
沙
門
小
学
校
に
当
直
室

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
 
及
び
小
使
室
を
増
額
す
る
も

関
す
る
条
例
の
】
部
改
正
で
 
の
、
ま
た
諸
案
第
八
十
七
号

あ
り
鵬
案
八
十
三
号
は
昨
年
 
は
先
日
の
全
員
協
鵬
会
で
ご

度
市
内
柳
町
に
設
け
ま
し
た
 
審
鵬
い
た
だ
き
ま
し
た
旧
毘

児
童
遊
園
地
の
運
営
管
理
に
 
沙
門
小
学
校
跡
地
を
処
分
す

つ
い
て
こ
の
た
び
新
し
く
条
 
る
案
で
あ
り
ま
す
．
 

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
 
敵
案
第
八
十
八
号
は
都
市
計

ま
す
。
 

画
街
路
事
業
に
よ
り
家
屋
移

鵬
案
第
八
十
四
号
は
部
分
林
 
転
に
伴
う
敷
地
と
し
て
市
内

の
設
定
で
あ
り
ま
す
が
そ
の
 
元
町
の
市
有
財
産
を
貸
付
け

内
容
は
既
に
契
約
の
分
に
つ
 
る
案
で
あ
り
、
最
後
の
第
八

い
て
は
今
年
の
春
季
事
業
に
 
十
九
号
鵬
案
は
最
初
の
再
建

よ
り
完
了
し
ま
し
た
の
で
こ
 
計
画
に
お
い
て
申
上
げ
ま
し

の
た
び
新
し
く
飯
詰
山
国
有
 
た
母
子
住
宅
の
建
設
で
あ
り

林
と
前
田
野
目
山
国
有
林
内
 
ま
す
。
 

に
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
今
 

回
の
分
を
併
せ
て
部
分
林
設
 

×
 

定
予
定
地
の
全
面
積
が
実
施
 

完
結
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
 

×
 

に
つ
い
て
の
請
願
は
総
務
常
任

委
員
長
報
告
ど
お
り
決
定
し
た

を
目
的
と
し
、
ぐ
＼
納
税
標
語
お
よ
 
お
り
ま
す
。
 

囚
そ
の
他
 

<
 

 

委
員
長
辻
・
教育
長
寺
田
義
 

奏

議

一一
え
十
一・
改
？可
三
丈
』
」
寸
日

く
～
 

e
」嬰
鷲
縄
鯵
し
又
 
雌
姦
駄
講

o
氏名
は
 

“緯
隷
「勤
」
“霧
繊
葬
繋
謹
購
 

ま
 

立
毘
砂
門
小
学
唆
＼
当
直
室
 

！
居
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
o
 

市
教
委
組
織
会
で
互
 

委
員
長
報
告
後
採
択
、
請
願
第
一

七
号
南
小
学
校
に
よ
る
直
進
学

童
通
学
道
路
新
設
に
つ
い
て
の

請
願
は
建
設
常
任
委
員
会
が
継

続
審
麟
す
る
こ
と
に
決
定
 

請
願
第
十
号
野
里
部
落
、
杉
派

立
部
落
市
道
改
良
事
業
実
施
に

つ
い
て
の
請
願
書
お
ょ
び
請
願
 

第
十
二
号
善
兵
衛
堰
の
排
堰
あ
 
が
当
選
し
た
。
 

と
を
整
備
し
て
道
路
拡
張
方
に

つ
い
て
の
請
願
書
は
そ
れ
ぞ
れ

採
択
、
社
会
福
祉
会
舘
建
設
に

つ
い
て
の
請
願
書
は
民
生
常
任

委
員
会
に
、
羽
野
木
沢
小
学
校

給
食
施
設
並
設
備
に
関
す
る
請

願
書
は
総
務
常
任
委
員
会
に
そ

れ
ぞ
れ
付
託
閉
会
中
審
査
と
決
 

定
博
覧
会
調
査
特
別
委
員
会
は

市
税
務
課
 

」
 

一o
“
警
輪贈
月
二
十
日
 

一
 

 m
一
一
一一
」
一
一一
一
一一
 

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
の
件

は
木
村
作
逸
、
川
浪
金
昇
両
委

員
の
任
智
満
了
に
よ
り
後
任
と

し
て
寺
田
武
一
、
辻
三
郎
両
委

員
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
万
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補

助
員
は
選
挙
の
結
果
次
の
各
氏
 

市
営
住
宅
 

ー
 
】
●

H
ョ
】
ー
，
,
lンl
l
ソ
●
ー
ノ
‘a●
●
，
‘
i
，
ン
，,
,，ン
，
一
一
‘
，
‘
一
 

一
 
皆

さ
ん
ど
し

ど
し
 

、
』
ぽ
秘
税
意
欲
高
協
 
び
宣
伝
ポス
タ
ー
を
募
出
ホ
して
 

鷺
鷲
？
 

応
募
規
定
 

e
作
品
に
表
示
す
る
内
容
 

納
税
の
重
要
性
を
強
調
し
又
 

は
市
税
完
納
の
意
欲
を
そ
そ
 

る
よ
う
な
明
る
く
、
た
く
ま
 

し
い
建
設
的
な
内
容
の
も
の
 

O
応
募
資
格
 

応
募
規
定
 
一
人
で
何
点
応
募
し

て
も
差
 

'
  

年
」
添
付
十ノ
るこ
と
．
 

二
一
、以
前
に
申
込
書
を
提
出
し

一
い
る
人
で
も
新
規
公
募
で
 

‘
みり
ま
す
の
で
新
ら
た
に
申

ス
、書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

三
 
申
込
す
る
住
宅
数
は

一
世

帯
ア
種

類
に
限
り
ま
す
。
 

四
、
申
一込
書
用
紙
は
市
役
所
民

生
課
に
あ
り
ま

す
。
 

※
間
取
．
 

〇
第
一
縄
一
（
簡
耐）
六
丁
、
四

丁
半
、
一
三丁
の
三
間
付
 

〇
第
ニ
種

（
（簡
耐
）
 
六
丁
、四

丁
半
の
ニ
簡
付
 

〇
第
二
種

（ナ
小
造
）六
丁
、
四

丁
半
の
一
一
聞
付
 

ト
タ
ン
葺
、
基
声
ー
コ
ンク
リ

ー
 

ト
造
、
畳
、
建
具
付
、

玄
関
、
 

台
所
、
物
置
 
押
人
、

便
所
、
 

電
燈
器
具
‘
水
道
市
舟
用栓
付
 

O
家
賃
と
敷
金
 

一
 

一
、
家
賃
は
一
戸

】
●
（
月
に
つ

き
第

一
種
一「
」O
石
》円
の
予
 

⑧
作
品
規
格
 

ポ
ス
タ
ー
は
三
十
五
ミ
リ
×
 

四
十
九
ミ
り
以
上
の
大
き
さ
 

と
す
る
。
 

標
語
に
つ
い
て
は
別
段
規
定
 

し
な
い
。
 

国
入
選
発
表
 

市
広
報
及
日
刊
新
聞
紙
上
。
 

因
作
品
届
先
 

五
所
川
原
市
役
所
又
は
各
支
 

所
 

田
入
選
作
品
 

ポ
ス
タ
ー
ニ
十
一
点
（
小
中
 

一
般
各
七
点
）
 

標
語
二
十
一
点
（
小
中
一
般
 

各
七
点
）
 

入
選
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
記
念
 

品
を
贈
呈
す
る
。
 

第
四
十
四
回
定
例
市
鵬
会
の

開
会
に
当
り
提
出
譜
案
の
内

容
を
ご
説
明
申
上
げ
ま
し
て

ご
審
鵬
の
参
考
に
供
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。
 

ま
ず
最
初
に
専
決
処
分
の
報

告
で
あ
り
ま
す
が
，
消
防
施

設
と
し
て
警
鐘
台
新
設
の
計

画
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

が
こ
の
資
材
払
下
げ
手
続
き

に
つ
い
て
や
む
を
得
ず
専
決

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

さ
て
議
案
に
移
り
ま
し
て
第

七
十
六
号
の
財
政
再
建
計
画

の
変
更
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
昨
年
、
法
の
適
用
を
う

け
財
政
再
建
に
努
力
し
た
結

果
，
初
年
慶
を
も
つ
て
ニ
カ

年
分
の
三
千
九
百
万
円
の
赤
 
 字

を
解
消
す
る
二
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
今
回
再
建
期
間

の

ー
カ
年
短
縮
と
行
政
水
準

向
上
の
措
置
を
と
つ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。
 

変
更
の
既
要
は
普
通
建
設
事

業
費
と
扶
助
費
、
補
助
費
が

主
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
事
業
費
で
は
学
校

用
地
、
住
宅
用
地
の
買
収
，
 

母
子
住
宅
十
二
戸
の
建
設
、
 

道
路
改
良
、
各
学
校
施
設
等

で
あ
り
ま
す
。
 こ
の
母
子
住

宅
十
二
戸
の
建
設
に
つ
い
て

は
再
建
計
画
の
関
係
か
ら
予

算
措
置
を
す
る
こ
と
が
で
き

ず
今
回
ま
で
お
く
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
本
事
業
の
社
会

性
と
当
地
の
季
節
的
状
況
を

考
え
ま
す
と
本
鵬
会
で
予
算

既
決
後
着
工
す
る
こ
と
は
他

の
一
連
の
住
宅
建
設
に
も
影

響
い
た
し
ま
す
の
で
、
す
で

に
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
一
応
専

決
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
 
 ま

し
た
が
当
初
予
定
し
な
か
 
財
源
で
賄
い
ま
し
て
、
財
政

つ
た
全
く
の
新
規
事
業
で
あ
 
尋
建
に
支
障
を
来
た
さ
な
い

り
ま
す
の
で
正
式
に
鵬
会
に
 
ょ
う
変
更
を
い
た
し
て
あ
り

お
は
か
り
し
て
ご
決
鵬
を
得
 
ま
す
．
 

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
 
次
の
醸
案
第
七
十
七
号
、
七

え
ま
し
て
事
後
承
諾
と
い
う
 
十
八
号
は
以
上
の
説
明
に
よ

形
で
あ
り
ま
す
が
今
回
提
案
 
つ
て
ご
了
承
を
願
い
詳
細
は

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

ご
審
鵬
の
と
き
申
上
げ
る
こ

つ
ぎ
に
扶
助
費
の
増
額
で
あ
 
と
に
い
た
し
ま
す
。
 

り
ま
す
が
こ
れ
は
今
年
四
月
 
鵬
案
第
七
十
九
号
は
特
別
会

生
活
保
護
の
料
率
が
改
正
さ
 
計
水
道
費
の
追
加
更
正
予
算
 

市
長
提
案
理
由
の
説
明
 

れ
ま
し
て
増
額
の
必
要
に
え

で
あ
り
ま
す
が
そ
の
主
な
る

ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
も
の
は
去
る
五
月
二
十
日
の

そ
の
他
、
人
件
費
，
物
件
費
 
市
鵬
会
で
可
決
さ
れ
た
市
内

の
増
加
は
、
こ
れ
は
制
度
の
 
ー
の
坪
地
区
有
志
の
寄
付
に

改
正
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
 
よ
る
水
道
工
事
の
実
施
と
事
 

す
。
 

、
務
能
率
化
の
た
め
 
「カ
ナ
タ
 

ー
方
こ
れ
に
充
当
し
た
財
源
 
イ
プ
」
の
探
用
、
モ
の
他
消

は
普
通
交
付
税
の
増
額
お
ょ
 
毒
薬
『
電
力
料
金
の
増
額
等

び
税
収
入
の
自
然
増
を
見
込
 
で
あ
り
ま
す
。
 

ん
で
措
置
し
、
他
は
事
業
お
 
鵬
案
第
八
十
号
は
梅
沢
支
所

よ
び
各
暫
支
出
に
伴
う
依
存
 
移
転
に
よ
り
住
所
が
変
更
に
 

居
さ
せ
る
べ
き
住
宅
の
戸
数

を
超
え
る
場
合
の
選
考
は
、
 

五
所
川
原
市
公
営
住
宅
管
理

条
例
第
六
条
、
各
号
の
規
定

並
び
に
必
要
に
応
じ
実
態
調

査
選
考
の
上
決
定
す
る
。
 

そ
の
他
詳
細
は
市
役
所
民
生
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

市
人

事
異

動
 

十
月
一
日
付
 

（
カ
ツ
コ
内
は
旧
任
）
 

福
祉
事
務
所
 

福
祉
係
長
、
査
察
指
導
員

佐
々
木
 
喜
郎
 

（
福
祉
事
務
所
庶
務
係
長
）
 

福
祉
事
務
所
庶
務
係
長
 

野
 
宮
 
賢
 
八
 

（
国
民
健
康
保
険
課
保
険
係

長
）
 

国
民
健
康
保
険
課
保
険
係
長

逆
瀬
川
 
清
巳
 

（
税
務
課主
事
）
 

福
祉
事
務
所
 

藤
森
保
平
 
（

税
務
課
）
 

福
祉
事
務
所
 

山
田
勇
之
進
 
（
民
生
課
）
 

水
道
課
 

浅
川
育
子
（
秘
書
企
画
課
）
 

出
納
室
 

坂
本
正
子

（
秘
書企
画
課
）
 

国
民
健
康
保
険
課
 

福
祉
事
務
所
 

岡
田
聴
子
 
（
民

生
課
）
 

建
設
課
 

村
田
き
柔
 
（
国

保
課
）
 

農
林
商
工
課
 

佐
々
木
ト
シ
ユ
 （
水道
課
）
 

庶
務
課
 

佐

A
木
知
子
 
（
出
納
室
）
 

秘
書
企
画
課
 

佐
藤
明
子

（
福祉
事
務
所
）
 

秋
の

清
潔

法
 

巡
視
日
ま
で
に

き

れ

い
に
し

ま
し

よ

う
 

市
民
生
課
で
は
今
年
の
秋
の
大

掃
除
巡
視
日
程
を
こ
の
ほ
ど
次

の
と
お
り
発
表
し
た
。
 

今
回
の
掃
除
に
は
日
常
掃
除
の

困
難
な
場
所
、
た
と
え
ば
床
下

天
井
裏
、
物
置
な
ど
を
特
に
協

除
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
巡
視
日
が
雨
天
の
場
合
け

韻
延
と
し
ま
す
．
 

加
日
午
前
旭
町
、
敷
島
町
、
鰐

田
、
下
平
井
町
、
午
後
中
平
＃

町
、
漆
川
住
宅
、
中
川
地
区
鵬

元
、
m
日
午
前
成
田
町
、
田
・

鯛
布
、
弥
生
町
，
本
町
、
午
帰

嫌
谷
町
、
布
屋
町
、
川
端
町
、
 

2
2日
午
前
平
井
町
 

議
案
第
八
十
九
号
公
営
住
宅

の
建
築
に
つ
い
て
 

議
案
第
九
士
号
教
育
委
月
会

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
 

議
員
提
田
議
案
第
四
号
五
所

川
原
市
議
会
々
議
規
則
の
全
部

を
改
正
す
る
規
則
制
定
に
つ
い

て
、
 

鵬
員
提
出
議
案
第
五
号
五
所

川
原
市
議
会
委
員
会
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
 

鵬
員
提
出
鵬
案
第
五
号
五
所

川
原
市
鵬
会
傍
聴
規
則
の
全
部

を
改
正
す
る
規
則
制
定
に
つ
い

て
、
 

な
お
請
願
第
九
号
集
会
所
建
築
 

現
在
建
設
中
の
宅
住
の
竣
工
は

十
一
月
三
十
日
、
ま
た
入
居
は

十
二
月
一
日
の
予
定
で
す
。
 

こ
の
住
宅
へ
の
入
居
希
望
者
を

左
記
の
要
領
で
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
入
居
希
望
者
は
市
役

所
民
生
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
 

、
 
。
 

し
 

、
 

納
税
標
語
を
募
る
 ノ

・
 

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
 

千
葉
千
代
吉
（
旭
町
）
再
、
岩

見
勝
三
郎

（
寺
町
）
新
、
鹿
内

恭
太
郎

（
広
田
）
再
、
太
田
由

雄
（
長
冨
）
新
 

同
補
助
員
に
は
今
清
美
（
浅
井
 

）
伊
藤
角
右

ュ
門

（
太
刀
打
）
 

葛
西
治
（
太
刀
打
）
が
決
定
し

た
。
 

予
定
、
第
ニ
種
（
母
子
住
宅
 

）

一
ニ
〇
O
円
の
予
定
。
 

た
だ
し
電
燈
及
水
道
料
を
除
 

・

、
。
 

 

二
，
敷
金
は
各
家
賃
の
ニ
カ
月

分
の
金
額
に
し
て
入
居
の
際

納
付
す
る
こ
と
、
ま
た
退
居

の
際
は
返
還
す
る
。
 

〇
申
請
者
資
格
 

一
，
五
所
川
原
に
住
所
又
は
勤

務
場
所
を
有
す
る
者
 

二
、
毎
月
公
営
住
宅
法
施
行
令

第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の

収
入
が
あ
つ
て
自
立
の
生
計

を
営
み
五
所
川
原
市
公
営
住

宅
使
用
料
徴
収
条
例
に
定
め

る
家
賃
及
敷
金
を
支
払
う
能

力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
 

●

」
  

三
、
現
に
同
居
し
又
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族

（
事
実
上

婚
姻
の
関
係
と
同
様
の
事
情

に
あ
る
も
の
、
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る

こ
と
。
 

四
，
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ

る
こ
と
。
 

O
使
用
決
定
者
の
選
考
 

入
居
申
込
し
た
者
の
数
が
入
 

「
ー
ー
ー
ー
ーー

ー
ー
ー
ー
ーi
，肩
『
糾
可
引

oo円
の
‘
繰
総
裏

（庶
務課
）
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市議の懸外研修 
市臓会主催の「市鵬会鵬員研修旅行の成果を語る
座験会J を 7日午後 1時から正副鵬長および各常

任委員長、副委員長‘それに各課長が出席して市

役所会臓室でおこなわれた。 

福士 委員長 

原田副委員長 

乳
牛
は
一
日
平
均
何
リ
ツ
ト
ル
 

一
経
済常
任委
員
会
一
』
讐
醜務
獲
輪
」
 

と
る
よ
う
に
各
家
庭
の
畜
童
を
 

葛西副鵬長 市
 

野
 

習 志 

す
。
 

O
査
察
日
程
 

平
和
町
 

湊
、
田
園
調
布
、
元
町
 

成
田
町
、
未
広
町
、
新
 

宮
町
の
各
住
宅
 

栄
町
、
田
町
 

新
町
、
元
町
 

柳
町
（
更
生
街
）
、
嫌
 

谷
町
 

弥
生
町
、
東
町
，
柳
町
 

布
屋
町
、
大
町
 

日
 
川
端
町
 

2
4日
 

2
5日
 

四
日
 

引
日
 

1
1月
ー
 

26

日 

27
日 認日 

2827 26 
日 日 日 

★ 会は 7月 17日から 21日まで、神奈川県藤

沢市を中心に畜産と中小企葉問題、総務常任委員
会は 9月 18日から 23日まで、千葉県習志野市

の地方自治体としての特色ある形体とそれぞれ主

眼点をもつた視察をおこないその成果は大きなも

のがあつたというのが一致した意見であつた。 

ここに各常任委員の視察結果報告を紹介しよう。 

て
も
ら
つ
た
が
私
立
の
中
井
病
神

病
は
内
臓
の
欠
阻
な
ど
が
大
 

は
ド
ル
箱
だ
と
い
え
中
井
院
星
 
た
．O
メ
ー
ダ
ー
が
つ
い
て
い
一
特
に
冬分
は
栓
が

ハ
レ
ツ
し
な
「
い
。
 これ
は
な
ん
之
、
『
して
も
改
 

m
精
柳
粕
加
は
知
慨
い
衛
幻
割
か

の
司
上
水
の
七
三
％
が
金
に
ー
い
た
め
出
し
放
し
に
す
る
こ
と
一良
す
ぺ
き
だ
o
 

，
一
 

知
川
加
引
れ
“
い
“
加
引
釦
叫

な
句

当
市
ゃ
は
四
七
、
五
％
一
が
多
い
の
で
ロ
ス
が
非
常
に
高
一
 

『
 

で
も
な
い
と
対
象
的
な
答
え
が
 

質
流
れ
で
貸
衣
裳
 
」
 

塵
芥
処

理
は
二

つ
の
方
式
（
 

あ
る
着
手
時
に
は
＋
数
力
所
視

斉
‘rニ
丁
よ
つ
に
上
で
J決
定
し
た
 

務
嶋
電
視
察
警
し

て
知
鷲『
標
籍
護
誘総
栃
誹
号
論

篤
煉
舞
夢
班
騒
難
髪
慧
舞
 

柳
れ
如
『に
畜産
であ
るが
畜
「議

・
気名
霧
郡
い

柳
難
川影
山
些

に
勢
柳
舟
援
L
協
力
して
い
る
「
」馴

礁
湾
「
沃
け
輪

」
り

産
合
雌
“
い
m
加
馴
意

か
、
！
剖

和
写
署

堅

に
畝
叫
和～
似知
m
電
“
」
。
割る
o
毎
年市
主
催
で
各地
区
血
堰
ら」
駕
吻
を
当市
に

い
加
が
押催
い念

郡

か
m
か
に
い
山
か
い督
ー
 
ー
知
蔵
か
勲
加
知U
い
矛

畜
ご
と
に
農業
，畜
産
の
協賛会
も
欲
いと
思
つ
たc
 

目
さ
れ
た
o
 

水
田
は
三
百
町
歩
あ
る
が
町
は
 
産
問
題
に
つ
い
て
の
二
点
で
あ
が
お
こ

な
わ
れ
干
算
も

二
〇
万
 
長
谷

部
星
生
課
長
ー
囲
芥
 

」
「籍
羅
難
」
難
「灘
「
菟ぷ
」」
護
で
と
も

軽く
返薄
鴛
”」
誇
「
し
鷲
雄
無
難
（
 

響

影
糾
加
昌
鼠
剃
順
5
1郵
剖
郵

り
があ
つ
 
原
田
副委
員長
藤
沢
市は
特
心注
目
かれ
剖
は
そ
の
最
涜凄

ほ
」

れ
綾
雛
 

報

躍
緊
肱
諮
讃
誌
襲
誌
嚇
譲
」
 

難
諮
驚

鰻
筑

知
報
凌魂

灘
＼
 

に
 研
究
問
題
が
あ
る
と
思
つ
た
。
 

建
設
常
任
番
員
会
一
 

道
繊
績
静
議
驚
軸
 

冷
地
の
建
設
行
政
で
あ
る
。
ど

ん
な
建
設
、
ど
ん
な
土
木
が
む
 
 院

入
百
床
が
参
考
に
な
る
か
ら

と
い
う
の
で
両
病
院
を
み
た
、
 

ど
ち
ら
も
満
員
で
あ
る
。
中
井

院
長
の
話
で
は
強
暴
性
の
あ
る

の
は
一
％
弱
で
医
学
が
進
歩
し

て
い
る
か
ら
独
房
は
い
ら
な
い

と
云
つ
て
い
た
。
 

そ
の
ほ
か
専
門
的
な
こ
と
を
蘭

寿
聞
い
た
が
特
に
注
億
し
た
の

が
次
の
二
点
で
あ
る
。
 

一
点
は
飯
詰
か
神
山
あ
た
り
に

建
て
ら
れ
た
ら
空
気
も
よ
い
し

危
険
性
が
な
い
か
ら
と
い
う
考

え
を
も

つ
て
い
た
が
現
今
の
精
 
 き

な
原
因
で
、
そ
れ
に
は
内
科

も
外
科
も
あ
る
よ
う
な
総
合
病

院
の
中
の
精
神
病
棟
と
い
う
の

が
理
想
的
で
木
院
に
近
接
し
て

建
て
る
べ
き
で
あ
り
、
街
の
中

に
た
て
て
も
危
険
性
は
全
然
な

い
と
い
う
こ
と
。
 

今
一

つ
は
医
者
が
各
大
学
よ
り

入
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
学

閥
な
ど
は
全
然
な
い
。
あ
る
の

は
競
争
意
識
で
プ
ラ
ス
に
な
る

と
い
う
。
 

精
神
病
棟
の
経
営
は
ど
う
か
と

い
う
の
に
対
し
て
市
立
病
院
で
 

轟
難
難
界
私
は
札
幌
 

の
水
道
部
見
学
で
次
の
三
点
を

重
点
的
に
み
て
き
た
。
 

e
徴
収
成
績
は
ど
う
か
0
故
障
 

O
上
水
道
か
ら
金
に
な
る
ま
で

e
は
九
七
％
、
当
市
と
同
じ
出

張
集
金
で
あ
る
。
 

し
か
し
係
一
人
の
受
持
ち
が
五

〇
〇
戸
か
ら
六
〇
O
戸
，
こ
れ

に
対
し
当
市
は
一
O
〇
〇
戸
ぐ

ら
い
で
あ
り
も
つ
と
係
を
増
員

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
 

②
故
障
は
少
な
い
．
全
部
不
凍

栓
で
あ
る
。
当
市
で
は
冬
分
に

一
日
三
〇
件
か
ら
多
い
”
は
四
 

市
合
一
 

沢
場
 

藤
の
 

な
都
市
計
画
に
つ
い
て
理
想
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
は
感

心
さ
せ
ら
れ
た
。
当
市
に
お
い

て
も
有
畜
農
業
が
叫
ば
れ
て
い

る
折
か
ら
畜
産
振
興
に
つ
い
て

重
点
的
に
見
て
来
た
せ
い
か
も

知
れ
な
い
。
や
は
り

一
番
感
じ

た
こ
と
は
眼
を
つ
む
つ
て
も
市

内
の
畜
産
が
手
に
と
つ
て
わ
か

る
と
い
5
係
員
の
脱
明
で
あ
り

そ
れ
を
激
賞
し
た
と
こ
ろ
そ
の

係
員
は
こ
れ
が
私
た
ち
の
任
務
 

民
生
常
任
委
員
会
 

事
業
費
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
出
し

て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
事
業
費
は
全
然
田
し
て
い
な

い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
事
業

費
を
出
し
な
く
て
も
江
ノ
島
が

あ
る
の
で
観
光
客
は
絶
え
な
い

と
い
う
の
で
あ
り
，
そ
の
点
は

当
市
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
と

い
う
も
の
。
ま
つ
り
に
つ
い
て

は
藤
沢
市
で
は
五
月
一
日
か
ら

五
日
ま
で
市
（
ビ
了
算
五C
C
万

円
を
も
つ
て
臨
守
つ
り
を
や
つ

て
い
る
と
い
う
こ

JJ
で
あ
つ
た

第
二
に
農
業
対
策
に
つ
い
て
の

畜
産
振
興
、
こ
れ
は
福
士
委
員
 
 

的
に
注
目
」
ご
れ
て
い
る
、
そ
の

理
由
は
＋
一
地が
一
反
歩
よ
り
い

ら
ず
厚
（
ュ
省
で始
め
て
補
助
の

対
象
に
、
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
．
 
【
 

し
か
・
、
これ
に
は
薬
品
費
が
高

く
つ
心
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
難
点
 
 約

東
が
な
さ
れ
て
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
だ
け
に
よ
い
が
、
当
市

の
場
合
は
高
い
値
が

つ
く
こ
と

は
硝
実
で
あ
り
、
そ
の
点
を
よ

く
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
も

欠
点
が
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
特

徴
も
あ
る
。
 

今
回
の
視
察
は
大
き
く
プ
ラ
ス

に
な
つ
た
こ
と
は
全
員
の
一
数

し
た
見
解
で
も
あ
つ
た
。
 

な
お
弘
前
市
の
も
ち
い
て
い
た

方
式
は
鶴
岡
市
と
同
じ
西
原
式

で
塵
芥
を
処
理
し
な
が
ら
し
尿

も
処
理
し
て
い
く
の
で
あ
る
が

こ
の
デ
ー
タ
ー
を
と
り
な
が
ら

そ
の
結
果
を
に
ら
み
あ
わ
せ
て

当
市
の
方
式
採
用
に
踏
み
き
り

た
い
と
思
つ
て
い
る
。
 

財
政
、
助
役
は
庶
務
，
民
生
、
 

会
計
は
収
入
役
と
わ
か
れ
て
い

る
行
政
連
絡
事
賓
は
広
報
車
で

ま
ち
が
い
な
し
に
徹
底
す
る
と

い
う
考
え
で
あ
る
。
経
費
も
行

政
連
絡
員
を
設
け
た
時
の
何
分

の
ー
か
セ
す
む
と
い
う
計
算
で

あ
る
。
特
別
会
計
の
災
害
保
証

制
度
事
業
は
注
目
さ
れ
た
。
 

評
価
額
の
百
分
の
二
で
末
納
者

に
は
火
災
に
な
つ
て
も
支
給
し

な
い
、
ち
よ
う
ど
視
察
の
前
日

火
災
が
発
生
し
三
軒
が
焼
け
た

が
そ
の
う
ち
一
軒
が
末
納
だ

つ

た
と
い
う
の
で
支
給
に
な
ら
な

か
つ
た
。
 こ
れ
を
聞
い
た
市
民

が
ワ
ッ
と
掛
金
を
も
つ
て
来
た
 

と
い
う
事
態
が
お
こ
つ
て
い
た

習
志
，
は
町
が

ー
カ
所
に
か
た

ま
つ
て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ

に
大
火
の
心
配
が
な
い
か
ら
そ

れ
も
出
来
る
も
の
で
当
市
に
は

ち
ま
つ
と
む
づ
か
し
い
の
で
は

た
い
か
と
い
5
話
が
な
さ
れ
た
 

ー
が注
目
さ
れ
る
も
の
だ
つ
た
。
 

一
そ
の掛
金
の
た
め
に
税
の
徴
収

一
率
も
苦労
を
み
な
い
で
九
O
%
 

台
を
堅
持
し
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
 

そ
の
操
か
前
に
も
報
告
し
た
が

宅
地
造
成
事
業
、
葬
祭
事
業
な

ど
も
注
目
に
値
す
る
も
の
が
あ

つ
た
。
 

市
全
体
が
自
治
体
と
い
う
よ
り

も
企
業
体
と
い
う
感
じ
が
強
く

日
本
で
も
異
例
の
自
治
体
と
い

う
感
じ
で
視
察
地
と
し
て
大
い

に
収
獲
が
あ
つ
た
。
 

船
水
庶
務
課
員
：
習
志
野
市

は
以
前
か
な
り
苦
し
い
財
政
だ

つ
た
ら
し
い
が
今
で
は
裕
福
そ

の
も
の
で
あ
り
当
市
に
そ
の
方

式
が
す
べ
て
探
用
す
る
こ
と
は

不
司
能
で
あ
る
が
注
目
す
る
も

の
も
多
く
あ
つ
た
と
い
う
こ
と

は
云
え
る
。
 

長
内
税
務
課
長
：
税
金
が
安

か
つ
た
こ
と
は
事
実
た
、
し
か

し
人
ロ
の
八
O
％
ま
で
が
勤
人

で
源
泉
徴
収
で
あ
り
納
税
率
の

高
さ
か
ら
き
て
い
る
も
の
で
当

市
と
は
機
構
が
ち
が
う
が
事
業

面
で
は
参
考
に
な
つ
た
点
が
多

か
つ
た
。
 

岩
木
町
、
寺
町
 

旭
 
町
 

敷
鳥
町
 

柏
原
町
 
幾
島
町
 

錦
 
町
 

上
平
井
町
、
幾
代
森
住
 

宅
 

中
平
井
町
、
平
井
町
 

下
平
井
町
 

下
平
井
町
、
十
川
町
、
 

本 
町 

焼
津
市
議
ら
 

当
市
を
視
察
 

静
岡
県
焼
津
市
鵬
会
経
済
文
教

常
任
委
員
会
（
委
員
長
佐
野
政

雄
氏
）
一
行
八
名
が
十
日
当
市

行
政
視
察
の
た
め
来
庁
、
市
役

所
に
お
い
て
約
三
時
間
に
わ
た

り
山
内
市
長
、
仙
庭
鵬
長
ら
と

い
ろ
い
ろ
懸
談
、
午
後
三
時
次

の
視
察
地
で
あ
る
秋
田
県
に
む

か
つ
た
．
 

除
雪
は機
械
6
0

台
動
員
 
市
 

幌
 

麟

街
の
中

で
も
危
険
な
い
  

札
 

嫌
倉
市
の
科
学
薬
剤
式
は
全
国
 

阿部 委員長 

山谷副委員長 

斎藤 委員長 

肯
総
轟
」？
 

報
舞

難
難
 

た
。
 そ
こ
で
選
ば
れ
た
の
は
道
 

都
札
幌
で
あ
る
。
 

察

競
線
鵬
違
難
 

視
 一
m
錦
誘
証
炉
購
い
 

誘
灘
鱗
難
？
 

一“
鷲
競
難
融
智
叫
 

難
裂
一難

羅
 

一
一
「
一

）

腿
体建

設
 使

 
点
  

 
 
競
議
霧

灘
難
理
想
的
に
 

は
帰
d
 ‘

 
 
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
の
そ

恥
書
＼

野
 
れ

を
よ
り
以
上
理
想
的
心
峯

委
雪

日
引
 
し

て
い
る
。
 

麟
（
厭灘
灘
難
『
 

．ノ
、
り
しト
」
。
 

1
 

1
 
市
立
病
院
の
精
神
病
棟
を
み
せ
 

福
士
経
済
常
任
委
員
長
…
私

脱
明
出
来
た
と
い
う
、

い
わ
ゆ
 

.

.、

.

.

.

.

.．
‘
■
．,
．
叫
．
叫
．
■
■
．.
 

畜
産
の
振
興
に
努
力
 

喉
瓢
・乳
牛
は

企
業
化
 

九
件
も
故
障
が
あ
つ
た
が
礼
幌
 
阿
部
委
員

長
ー
目
的
は
塵
芥
 

け緩
紘
競
讐
m
“気
騒
鯖
幾
競
鯵
鵬
 

鵬
●
●
●
●
●
■
●
■
，●
 

，
,
.
 

は
ど
の
く
ら
い
、
仔
豚
を
最
高
れ
て
立

派
だ
つ
た
の
一
曾
に
つ
 
ては
商
工
会
鵬
所
へ
年
間
六
〇
我

A
と
し
て
大
い
に
プ
ラ
ス
 

何
頭
も
つ
た
、
ま
た
あ
る
家
の
き
る

o
な
お
そ
の
道
路
の
正
精

万
円
を
助
成
し
て
い
る
．
 

な
つ
た
こ
と
は
事
実
だ
。
 

市
一
市

岡
（
倉
 

旦
鎌
 

見
察
し
た
。
見
る
も
D
聞
く
も
が

お
る
‘
 

灘
欝
霧
鴬
灘
麓
纏
醸
 

的
な
感
じ
に
し
て
お
く
が
鶴
岡
 

＼
 

鱈
「
譲
器
譲
露
慧
床

？
 

ま
く
傍
聴
者
が
な
い
の
か
と
い
『
 
‘
リ‘
r
 

歴
代
鵬
長
の
写
真
が
ズ
ラ
ユ
と
 
ノ

J
 

目

／
 

難
麟
議
細
 

な
ら
ん
で
い
た
の
が
注
目
な
れ
 

、
、ノ
 

・
‘ー
 

競
灘
難
麟
加
織
 

騰
報
鰭
騒
」
体

勃
 

測

帳
 

自
 

。
 

政
 

こ
の
藤
沢
市
の
畜
産
は
養
豚
は
次

第
に
広
が
り
耕
地
は
極
端
に
 
つ
た
・
 

円
か
け
て
い
る
、
こ
れ
は
当
市
し

尿
処
理
尚
題
は
今
や
当
市
に

副
業
、
乳
牛
は
企
業
的
に
お
こ
 
応
足
し
て
い
る
o
 

第

一
の
観
光
都
市
の
中
小
企
業
に
お

い
て
も
お
こ
な
‘ズ
る
も
の
 
は
大
、
 
叫
題
で
あ
る
．
そ
こ
 
藤

西
副
議
長
ー
人
口
四
万
人

な
わ
れ
て
お
り
・
な
r
よ
り
も
静

に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
1
に
よ
る

対
策
に
つ
い
て
は
藤
沢
市
が
当
で
あ
り
、

特
に
観
光
都
市
と
し
 
で
，
 

本
で
二
種
方
式
を
採
で
人

ロ
の
ス
割
ま
で
か
勤
め
人

び
つ
く
り
し
た
の
は
市
と
飼
育
薬
剤
即

布
を
や
つ
て
い
だ
の
で
市
で

云
士
ば
青
森
銀
行
の
よ
う
て
は
あ

ま
り
望
み
を
も
て
な
‘
 

、

k
る
が
そ
の
代
表
的
な

財
政
は
」
般
冷
世
」
喧
、
時
別

者
と
の
密
接
な
関
係
名

、あ
乞
 

お
る
か
現
在
は
お
こ
な
わ
れ
て
な

と
こ
ろ
‘
二
五
。
〇
万
円
預
当
市

で
は
、
田
園
都
ま
と
し
て
む

ム
と
し
て
鶴
岡
の
西
原
式
単

喰
計
二
億
、
競
罵
事
喫
二
億
、
 

市
の
担
当
者
が
我
如
ぎ
飼
育
者
 
い
な
い
と
い
「
て
い
る
・
 

託
し
て
そ
れ
を
市
内
の
中
小
企
ょ
り
伸
び
な

い
と
い
う
点
か
ら

槽
加
温
式
を
視
察
し
た
の
で
あ

時
に
大
き

い
予
悼
は
吸
育
噴
、
 

の
と
こ
ろ

へ
案
内
し
て
く
か
た
道

路
は
や
は
ケ
中
央
に
近
い
せ
剃

者
が
借
り
て
い
る
・
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
ど
う
し
て
 
る鶴
岡
の
西
原
式
が
理
想
酌
に
少
な

山
ゆ
は
市
唯
所
費
一
岨
員

が
あ
る
家
で
山
豚
が
二
年
郎
の
 
い
加
m
ン
r

リ
ー
ト
の
上
に
ア
和
ヂ

は
「
一
銭
五
厘
と
云
つ
て
い
も
や
つ
て

ほ
し
い
と
い
う
感
が

思
わ
れ
た
が
機
械
の
老
朽
化
が
も
一
叱

叱
名
と
少
な
い
．
喰
計

協
賛
会
で

一
加
刻
と
つ
で
体
‘
 
ス
フ
ア
ル
ト
舗
装
が
お
こ
な
わ
 
る
、
も
の
仙
振
興
対
策
に
つ
い
強
か
つ

た
。
な
に
け
と
も
あ
れ

甚
し
い
と
小
う
と
こ
ろ
に
ま
雫

吐
医
漂
制
度
で
毎
日
晦
1
が
映
 

算
田
来
る
と
い
う
も
の
、
事
務

内
容
は
市
長
が
企
画
、
人
事
、
 

総
務
常
任
委
員
会
 

2
日
 

火
災

予
防

査
察

日

程
 

4
日
 

務
議
霧
器
落
蝉
需

雌
禁
競
」鍵
認
籍
話
 

と
し
て
二
十
四
日
か
ら
十
一
月

1
0日

十
二
日
ま
で
の
間
に
次
の
日
程
 
n
日

で
一
般
家
庭
の
予
防
査
察
を
お
 
1
2・

こ
な
い
ま
す
の
で
市
民
の
み
な
 

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
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・
 
正
，
月盲
グ
．お
欠

Fーモ
」
 
とし
 
宅誘
月
を
し
て
求
雇
け
く
だ
さ
 に
お
個
い
し
た
時
．
 メ
ー
タ
ー
 

ソ
F
、
●f
・
月
フ
こ
？
‘
土
 
フ
カ
ー
ド
を
置
い
て
ま
い
り
ま
 
い
。
 

の
上
に
大
き
な
吻
メ
置
い
て
ら
 

南
水
学
校
の
校
章
 
『
」
鶴鷲
』濡
難

灘
鱗
難
灘
鄭
讐
疑
灘
灘
灘
鴛
 

ー
I
う
二
？…
「
…
 

一
会
を開
い
て
校
旗
、
校
歌
を
 
／
一
ー
‘
J
,
、
“
、

j
．
‘に
‘
，
，
『
 

『
．く
，、
ー
武
t
~d
1
 

設
工
事
始
ま
る
 

‘
．
 ー
ー
『
ー
1
 l
I
』
‘
 ！
。
量
一
、
‘?
E
rピ
、
う
、

】二
、
ご
東
匡
つ
、
牧
に
変
つ
た
険
計

は
お
使
戸
（
」士
つ
』
」k
'
 

し
」
＜

。
り
詳
け

n
、
乃
い
 
三
 
？
」
嫁
睡
の
人
撒
戸
張
つ
火
鵬
側
は
お
使
い
に
な
つ
た
水
量
 

号
 

細
 
精

神

毎
「
協
 

」欣
』陳
？
‘
稽
パ
 

報
 

広
 

帝
 

"1』 、’=""1肥切“'1」ノ “'"’」・Jノ」r'U刀‘Uロ 血 所 川 
つ
一

部
 u

 
帥
裾
判
，
噌
河
 
てあ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
．
「
月
若
但
月

α
製
枝
 

家
主
の
方
が
お
届
け
に
な
つ
て
出
生
な
ど
に
よ
つ
て
し
ば
し
ば

で
ほ
同
日
プ
は
っ
そ
×
弘
前
養

市
水
道
課
で
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
専
用
栓
の
場
合
は
、
水
道
設
備
。

だ
さ
い
o
 
i
 

ー
 

刻
軌
加
あ
酬
も
の
で
す
加
ら
わ
 

老
院
あ
て
発
送
し
た
u
 

ら
に
つ
い
て
さ
ら
に
一
層
の
ご
 
の所
有
者
の
方
か
、
使
用
者
の
 同
届
出
の
と
き
は
、
使
用
家
族
 
つ
毛く
お
届
け
く
だ
さ
い
o
 

石
戸
谷
さ
ん
は
十
五
日
の
老
人
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 方
が
お
届
け
す
る
こ
と
に
た
つ
み

人
数
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
よ
 
五
、水
道
投
噛
の
譲
渡
を
受
す
 

の
日
に
記
念
し
て
お
く
る
予
定
水
道

の
使
用
に
関
す
る
こ
と
は
 
てお
り
ま
す
。
 

う
お
願
い
し
・
す
．
 

た
と
き
、
 

だ
つ
た
が
整
理
が
ま
に合
わ
な
す
ぺ

て
「
届
出
制
度
」
に
な
つ
 
一
、水
道
の
使
用
を
始
め
た
り
一
一
、用
途
の
変
更
を
す
る
と
き

家
屋
の
譲
渡
を
受
け
た
り
、売

か
つ
た
の
で
同
日
贈
つ
た
もの
 
てお
り
ま
す
。
 

中
止
し
た
り
す
る
と
き
．
 

家
庭
用
、
営
業
用
、
団
体
用
、
 買
な
ど
を
し
た
と
き
、
特
別
な

な
お
石
戸
谷
さ
ん
は
片目
が
不
 以
下
届
出
の
さ
い
は
水
道
料
金
の

と
く
に
引
越
し
そ
の
他
で
、
 工
業
用
等
の
用
途
に
よ
つ
て
料
 
場合
を
の
ぞ
い
で
そ
の
家
屋
の

自
由
な
身
体
障
害
者
で現
在
五
 の
最
も
新
し
い
日
付
の
領
収
証
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き
金
が
ち
が
い
ま
す
が
、
場
合
に
 
水道
設
備
も
新
所
有
者
の
所
有

所
川
原
市
身
体
陶
皆
者
視
祖
会
を

お
持
ち
に
な
つ
て
必
ず
水
道
は
、

お
忘
れ
な
く
水
道
課
に
届

よ
つ
て
は
水
道
課
で
実
体
蘭
査

に
な
工
わ
け
で
す
。
新
所
有
者

の
理
事
を
つ
と
め
、贈
つ
た
本
一
課
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
 

け
て
、
メ
ー
タ
ー
の
点
検
を
受

を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
 

は
自
分
の
印
畦
証
明
一
部
をお

は
五
年
前
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
古
一
届
出の
用
紙
は
水
道
課
で
用
意
け
、

料
金
の
支
払
い
、
使
用
の
 三
、
使
用
家
族
の
人
数
に
異
動
も

ち
に
な
つ
て
お
忘
れ
なく
お
 

物
の
中
か
ら
集
め
た
も
の
と
の
ー
して
お
り
ま
す
か
ら
．
お
い
で
状

態
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
 が
あ
つ
た
と
き
。
 

届
け
に
な
つ
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
と
．
 

一の
と
き
は
、
印
旺
を
お
忘
れ
に
 い
。
 

四
、
使
用
者
の
豊
麓
を
受
け
た
 こ
の
際
、
日
折
有
者
が
使
用
し
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記
 
を
市
福
祉
事
務

市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
い
 
な
らぬ
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
 
回
専用
栓
の
共
同
使
用
を
始
め
 
と
き
・
 

弘

所
に
と
ど
m
た
 
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
 

F
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と
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I
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畑

り
中
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た
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す
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m
 と
も
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、
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内
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物
商
を
営
ん
で
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三郎
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」、
ん
は
、
九
月
十

林
 
加
田弘
加
劃
老
 

に
 
院
の
老
人
に
あ

院
 
げ
て
く
だ
さ
い

姥
 
と
古
本
一
千
冊
 

九
月
廿
四
日
起
工
式
終
ろ
 

水
道
は
届
出
制
度
で
す
 

ご
連
絡
を
お
忘
れ
な
く
 

工
費
一

千
六

百
万
鶴
谷
建

設
の
手

で
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ョ
ョ
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と
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パ
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。
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。
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叱
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＼
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岬
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携
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．
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受
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＼
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。
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検
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検
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．
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。
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す
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て
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ん有
権
者り
「
人
一
汰

m
mゆ
な
ど
しま
は
噛

湾
覗
落
さ

mに
な
い

か
●
硝
め
》
 

‘
 
」
」
こ
、
一
！
】
．

●
 
（4、
」
〈
、
 

．
J
 ‘
ー

J．
ー

ー
ー
 

【
 

‘
・
 
ー
 
・
 

「
 
ー
 
《
 

ル
叫
」豪
」
！
畦
？熱
編
 
て
は
事
ら
れ
て
お
る
状
態
で
斯
様
な
行
で
し
よ
う
か
投
票
所
を
ま
ち
が
 
い叱
し
て
お
り
ま
す
が
毎
日
つ
〈
 

口
 
や
範
縄
【
か
‘
、
い
」暴
 
前
運
動
断

を
ま
ど
わ
し
票
を
集
め
る
な
住
所
に
よ
り
投
票
す
る
の
で
す

様
な
気
の
毒
な
人
が
い
な
い
よ
）
 

ル
 
準
糾
麗
一
日
！
T
い
ー
 
に
つ
い
 
どと
い
う
行
為
は
全
国
的
に
見
か
ら
多
少
の
不
便
の
方
も
あ
る
 
う
に
あ
らゆ
る
方
法
で
調
査
は
］
 

『
轟
一
 

）
舞
郵
如

起
柳
齢
い
か
か
机
い
射
い
糾
「
い
“

住
加
』
譲

m
卿
“
柳
“
“
か
齢
加

知
叫
糾
加
心
加
」
か
賢

一
 

F義
フ
」七一日
！
T
七
）海
 
に
つ
い
 
どと
い
う
行
為
は
全
国
的
に
見
 
か
ら多
少
の
不
便
の
方
も
あ
る
 
う
に
あ
らゆ
る
方
法
で
調
査
は
」
 

叫
篇
秋
」4
・！
‘、
り房
『
て
は
事
ら
れ
て
お
る
状
態
で
斯
様
な
行
で

し
よ
う
か
投
票
所
を
ま
ち
が
 
い
た
して
お
り
ま
す
が
毎
日
の

～
 

く
補
充
選
挙
人
名
簿
を
調
製
い
 

恒
つ
総
躍
挙
の
m
め
m
噺
叫

な
お
選
挙
 
．
こ
と
に
つ
い
て
疑
 

定
い
た
し
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
 

一
 

近
く
衆
鵬
院
の
解
散
、
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
同
時
に
最
高
裁
判
官
国
民
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
o
我
 
跳
纂
い

ま
す
。
（
未
尾雛

葺
を

不
在
者
投
票
と
申
し
ま

言

馴

響

期
日
 
十
月
三
 

？
 

一
、
調
製
現
在
期
日
、
十
月
一1
1
 

い
た
し
ま
す
，
 

日
か
ら
七
日
ま
で
七
日
間
 

六
年
連
』
翫
豊
作
で
こ
と
し
は
最
 

一
一
、縦
覧
期
間
，
十
一
月
十
三
 高
の
み
ー
の
り
だ
と伝
え
ら
れ
る
 

日
か
ら
十

一
月
十
六
日
ま
で
の
 
この
時
一
爾
を
待
つ
た
よ
う
に
ま
 

四
日
問
 

か
り
山
に
る
の
が
ク
黒
い
酒
ク
密

四
、
馴
議
決
定
期
限
 
十
一
月
尚

酒
畿

あ
驚

米
叫
か
加
ゆ
m
 

十
七
日
 

ば
し
げ

こ
と
だ
が
密
造
酒
の
豊
 

五
、
確
定
期
日
、
十

一
月
十
八
 作
は
、
困
つ
た
も
の
だ
り
本
県
で

日
 
．

造
ら

れ
て
い
る
密
造
酒
の
推
定
 

、
昭
和
三
十
五
年
十
月
三
十

量

は
昭
和
三
十
四
年
度
で
五
万
 

一
日
で
満
ニ
十
才
と
な
る
人
、
 五
一十
九
百
キ
ロ
リ
ツ
ト
ル
 （約

昭
和
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
 三
FR
一
千
石
）
 
でこ
の
原
料
と

ま
で
に
引
続
き
三
カ
月
以
上
住
な
考
米
が
三
千
五
百
五
〇
ト
ン

序
を
美
す
そ
入
〈
旺
れ
三
4
1玉
 
r
一「
五C
C石
）
に
な
つ
二て
い

年
八
月
一
日
以
前
か
ら
の
居
住
ろ
二
 

者
）
 

一三
五
五
O
ト
ン
の
米
と
云
え
ば
 

‘癖
》七
」
」
司
ジ
 
毒
 力
注
等
遷

孝

e
ル
ー
ル

（頻
見
』
を
守
敏

差
酉
杵
に
者
合
J
、
 

な
り
甚
た
タ
e
盲
な
こ
と
に
カ

『
：.'
fー
‘．
ー
％
，
、
，
、
くf．
‘
ー
・f？
、
．
、一
『く

f・‘
．、
‘、
、
f．く
．ー
！
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・．1‘
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I
ー
．J、
J、
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、
）
、
」
？二
‘．、
‘ー
、く
／
、
・
、く
．”
，
ノ
 

痘
そ
う
予
 

な
り
甚
だ
気
の
毒
な
こ
と
に
な

つ
．
．く
f
.'．‘
・
？
，、
・
、く
f・
‘I・f？
、
・
、一
、
．
く
‘・
．
ー
？
・
、、
、
く
く
Jー
？・
．
‘
、
、
、
“、
ーI
？
、、
』、
．く
一・
？
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？
、
・、
‘ー
、く
？・
）、
‘5
!
 

‘
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、I'
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?．
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、
．
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‘
．

？
・
．
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・
．
，

・、
‘、
．‘
、
？
」
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‘・し
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」旦
・
ピk
/
F
J
 

最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民

審

査
投
票
 

印
 

／
 

土
 

0
を
書
く
と
無効
で
す
 
 

0
 

薬
 
袋
 
薬
 
局
 

 

x
 
 

×
 を
書
く
欄
 

二
 
や
め
な
く
て
も
よ
い
裁
判
官
に
っ
い
て
は
な
に
も
書
か
な
い
こ
と
 

一
 
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
っ
い
て
は
そ
の
名
の
上
の
 

『
 
 

棚

に
×
を
書
く
こ
と
 
 

一
 

木
 

登
 

猿
 
之
 
肋い
、
、
七
、
、
 

 

甲
 
野
 

乙
 
郎
 

、
、
  

・

ー
ー・
ー
‘
，
 
 

裁
 
判
 

官
 

の
 
名
 

、
、×

、
一
 

 

る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
授
票
は
衆
鵬
院
鵬
員
の
投

票
と
一
部
ち
が
う
点
が
あ
り
ま

す
か
ら
ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。
 

1
．
裁
判
官
の
国
民
審
査の
た

め
に
は
投
票
用
紙
に
初
め
か
ら

裁
判
官
の
名
前
は
印
刷
さ
れ
て

あ
り
ま
す
か
ら
雛
型
（
注
意
）
 

に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
×
以
外

の
符
号
を
書
く
と
す
ぺ
て
無
効

に
な
り
ま
す
か
ら
間
違
い
の
な
 

型
参
照
）
 

2
、
文
字
の
知
ら
な
い
人
、
書

け
な
い
人
は
選
挙
の
当
日
投
票

所
に
行
っ
て
そ
の
こ
と
を
投
票

管
理
者
に
申
出
る
と
代
つ
て
書

い
て
も
ら
い
ま
す
。
 

病
気
．
負
傷
の
た
め
入
院
（
指
 
 

産
得
に
あ
る
た
め
 
（
助
産
婦の
 
か

証
明
書
必
要
）
自
ら
投
票
所
に

行
け
な
い
見
込
の
人
、
職
務
又
 

譲
騰
誕
毅
購

隣

今
 

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
 

申
出
て
お
い
て
前
も
つ
て
投
票
 
た
しま

す
。
 

し
て
お
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

こ
の
場
合
に
は
事
業
主
、
官
公
 

明
書
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
 （
 

す
）
 

者
投
票
は
五
所
昨
原
市
選
挙
管
一

理
委
員
会
ー
力
所
で
お
こ
な
い

ま
す
。
 

投
票
所

と
開
票
所
 

に
 
つ
 

い
 
て
 

い
ま
ま
で
ど
う
り
投
票
所
ニ
十

ー
 

七
カ
所
、
開
票
所
ー
力
所
です
 

投
票
時
問

に
つ
い
て
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
 

（
変
更の
際
は
変
更
地
区
に
通

知
し
ま
す
）
 

入
場
券
に
つ

い
て
 

早
め
に
入
場
券
を
配
布
い
た
し

ま
す
か
ら
粉
失
せ
ぬ
よ
う
当
日

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
い

に
も
書
き
ま
し
た
が
入
場
券
が

な
く
と
も
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

あ
れ
ば
投
票
出
来
ま
す
。
 

な
お
入
堪
券
の
渡
ら
な
い
人
は

転
居
の
た
め
住
所
が
不
明
の
人

と
か
、
名
簿
か
ら
脱
落
し
て
お

る
人
で
す
か
ら
近
所
に
入
場
券

が
配
付
に
な
つ
て
も
お
手
元
に
 

届
か
な
い
時
は
補
充
選
挙
人
名
 

簿
登
録
申
請
期
間
中
で
あ
る
と
 

名
簿
登
載
の
手
続
が
出
来
ま
す
 

」
 

の
酒
の
十
五
慶
か
ら
十
六
摩
に

比
ベ
ウ
ン
と
低
い
。
酔
う
た
め

に
は
ど
う
し
て
も
多
量
に
飲
む

こ
と
に
な
り
知
ら
ぬ
ま
に
肝
臓

を
侵
さ
れ
る
結
果
に
も
な
る
。
 

ま
た
ャ
ミ
酒
造
り
が
子
弟
に
悪

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る

教
育
的
立
場
に
あ
る
父
兄
が
違

法
行
為
を
し
た
の
で
は
示
し
が

つ
か
な
い
だ
け
で
な
く
う
し
ろ

め
だ
さ
が
高
じ
て
陰
う
つ
な
性

格
を
骸
づ
く
る
こ
と
に
も
な
る

こ
の
点
に
気
付
い
た
農
家
の
青
 
 

年
、
婦
人
層
が
ヤ
ミ
酒
追
放
に
 

立
ち
上
り
全
国
各
地
に
密
造
き

よ
う
正
団
体
を
組
織
し
て
活
発

な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
 

ャ
ミ
酒
の
違
反
者
に
は
厳
罰
主

義
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ら
ャ
ミ
酒
造
り
に

は
五
年
以
下
の
徴
役
ま
た
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
円
が
課
せ
ら

れ
る
が
単
に
ャ
ミ
酒
を
飲
ん
だ

も
の
ゃ
持
つ
て
い
た
者
で
も
一

年
以
下
の
懲
役
か
二
十
万
円
以

下
の
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
。安

い
は
づ
の
ャ
ミ
酒
が
と
ん
だ
高

い
も
の
に
つ
く
訳
で
あ
る
。
 

一
方
集
団
密
造
部
落
で
販
売
用

に
造
ら
れ
て
い
る
ヤ
ミ
酒
に
は

危
険
な
T一
業用
ア
ル
コ
ー
ル
を

使
つ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
 

こ
ん
な
も
の
に
ひ
つ
か
か
る
と

一
夜
に
し
て
失
明
、
恕
命
と
い

う
こ
と
に
・
しだ
り
か
ね
な
い
o
 

か
禦
わ
臨
介
」議
 

つ
く
ら
な
い
ょ
う
お
互
い
監
視
 

譲
携
喝
な

し
声
捗
 

十
一
日
、
松
島
地
区
、
十
】
月

七
日
、
松
島
支
所
、
検
診
期
日

十
】
月
十
四
日
、
梅
沢
地
区
、
 

十
一
月
八
日
、
梅
沢
支
所
、
検

診
期
日
十
一
月
十
六
日
、
長
橋

地
区
、
十
一
月
九
日
、
長
柵
診

療
所
、
検
診
期
日
十
一
月
十
七

日
、
 

全
地
区
都
合
に
上
り
笑
施出
来

な
か
つ
た
者
は
十
一
月
十
日
市

立
西
北
中
央
病
院
で
お
こ
な
い

ま
す
。
検
診
期
日
は
十
月
十
八

日
全
地
区
の
時
間
は
い
づ
れ
も

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
料

金
は
一
人
当
り
十
円
で
す
。
 

民
生
委
員
の

補
充
 

去
る
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
市

民
生
委
員
推
せ
ん
委
員
会
（
会

長
増
田
桓
一
氏
）
 
で
欠員
中
の

民
生
委
員
お
ょ
び
児
童
委
員
を

推
せ
ん
し
た
が
九
月
三
十
日
付

で
中
山
厚
生
大
臣
か
ら
次
の
五

氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

鶴
谷
 
正
志
（
川端
町
）
 

野
村
 
ト
シ
 （
本
 町
）
 

太
田
 
覚
市

（
唐笠
柳
）
 

木
田
 
茂
作

（
飯
 詰
）
 

太
田
 
粕

（
飯
 詰
）
 

×
 

×
 

寿
国
民
に
最
も
深
い
関
係
を
も
つ
て
い
る
今
度
の
総
選
挙
こ
そ
公
正
且
つ
明
朗
に
行
わ
れ
金
の
か
か
ら
な
い
清
潔
な
選

挙
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o
 私達
は
政
治
の
主
人
公
で
あ
つ
て
自
分
の
代表
者
に
金
を
使
わ
せ
る
こ
と
は
む
じ
ゆ

ん
も
甚
し
い
こ
と
で
す
。
 

立
派
な
人
を
選
び
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
よ
い
政
治
が
で
き
、
国
民
の
生
活
も
豊
か
に
な
り
明
る
く
な
る
の
で
す
か
ら
今

か
ら
誰
が
最
も
適
当
な
人
物
か
を
よ
く
判
断
し
て
あ
や
ま
ら
ぬ
よ
う
、
金
や
品
物
に
だ
ま
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
な
く
 

自
分
の
良
心
に
従
つ
て
有
権
者
全
員
一
人
の
棄
権
者
も
な
く
投
票
さ
れ
る
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

1
1

月
は
総
選
挙
で
す
 

秋
空
の
清
さ
に

映
せ
あ

な
た
の

一
票

名
簿
に

登
載
も
れ
て
い

ま
せ

ん
か
？

・
 

（い
 
・
‘?1【
1
.
（』
郵
r・
●
一昌
ー

、
Jー
ー
 

”・
 

特
に
公
集
め
「
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
 
るい
選
挙
へ
の
通
を
開
き
た
い
 な
が
ら
投
票
出
来
な
い
こ
と
に
 
定
病
院
）
、投
票
の
当
日
姓
娠
 

載
戴
忘
」

・
皇譲
』」
明
選
挙

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
そ
の
際
も

の
で
す
。
 

選
挙
人
名
簿
に
の
っ
て
、
な
け
れ
ぱ
投
票
で
き
ま
 

轟

醸
鷺
鷲

難
舞
発
い

難
務

難

の選
」
」請
」
」
」「
？
人
は
カ
なら
ず補
充名
簿
 

、
 
話
藍●
●
一
 
締
縫
 
民
間
団
会
費
を
と
つ
て
飲
食
さ
せ
た
も
挙
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 
森
 

士
口
正

盤

ー
ム
コ
護
《
”
訊

m勧
会
を
結
成
し
て
若
干
の
投
票
出
来
る
人
と
は
従
来
の
選
 
に
申
請
し

ま
し
上

5。
 

）
藍
「
．●
一
 
誹
競
 
民
間
団
会
費
を
と
つ
て
飲
食
さ
せ
た
も
挙
と
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

森
 
士
口
正
 照
 

「」
、
，
フ
‘r‘

 「
各
三
写
「
―
 

I‘
・ー
ー
 
‘
！
「
．
、
 

．
“

Jノ
．
 .
 
.
'
 
;'1
 
1
 

』
一
 

穆
薄
」
に
篇

玖

体
に
於
の
。
 

今
回
の
総
選
挙
は
全
国何
処
で
 

●
《
 

捜
庫
必
雌
総

は

m
4
o匿
暖
会嶋
人
徴
百
名
●
濯
喚
＼
旧
分
の
匿
瞬
噴
m
「
お
る市
 

！
男

柵
吋
唇
W
 

“
例
記
し
ま
す
と
 

が
選
挙
を
無
視
し
国
民
の
良
識
期
間
後
は
そ
れ
に
対
す
る
救
済
る

ュ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

～
 

O
時
局
講
演
名
目
で
選
挙
人
を

あ
る
批
判
を
示
し
て
待
望
の
明
の
道
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
遺
感

次
に
今
回
同
時
に
お
こ
な
わ
れ

（、
・
・
 

庁
の
長
、
医
師
、而

産
婦
の
証
喝
 

せ
 

（
五所
川
原
市
の
指
定
病
院
は
け
 

市
立
西
北
中
央
病
院
、
同
敷
島
一

・

分
院
、
増
田
病
院
で
す
）
不
在
一
 

例
識
熱
に
プ
い
で
 

」
准

m
】
、唆
票
す
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